
目的
本県の主幹漁業である沖合底びき網漁業の重要魚
種の一つとなっているハタハタの資源生態調査を行
うことにより, 資源の永続的利用と漁業経営の安定
を図る.

方法
①本種の漁獲動向および雌雄別体長別漁獲尾数を把
握するため, 主要水揚港である賀露, 網代, 境港
(田後船団が水揚げ) において, 市場測定, 生物調
査及び漁獲統計調査を行った.
②隠岐島周辺海域において試験船によるトロール調
査を行い, 魚群の分布状況を把握した.

結果
①ハタハタの漁獲量は����年から����年まで大きく
変動しながら推移しており, 近年, ����年に�����
ｔと大きく減少したが, その後, ����年�����ｔ,����年�����ｔと����年の約２倍の漁獲量で推移し
ている.
これを前後５年平均値でみると, ����年前後にピー
クを迎え, 以後, 減少傾向にあったが, ����年前後
を境に増加傾向にある (図１).
次に月別の漁獲量の比較を図２に示した. ����年
と����年の９月から��月の間は同じ漁獲量であった.
月毎の漁獲量の増減変動パターンは同じであり, 漁
獲量の多い５月及び, 解禁になった９月の漁獲量に
よって年間漁獲量が左右される状況にある.
さらに, 市場調査, 生物調査結果および統計調査
から組合 (支所) 別月別雌雄別体長別漁獲尾数を求
め, 図３－１～３に示した. 昨年同様に��月～��月
は, 漁獲量が少なくなったこともあり, 賀露では５
月, ��月及び��月, 田後では２月及び��月から��月
が欠測となった.
３地区の体長別漁獲尾数を比較すると, １月から
３月はどの地区とも体長��㎝以上の２歳魚を水揚げ
していた. ４月になると賀露, 網代では体長��㎝付
近にモードを持つ１歳魚, 田後では体長��～��㎝付
近にモードを持つ１歳魚を水揚げした. さらに, ５
月になると賀露は不明であるが, 田後は引き続き１
歳魚を水揚げしていた. 一方, 網代では聞き取りに

よと１歳魚の価格安や網目に刺さってしまい操業効
率が悪いことから目合８節の袋網を使用したため,
選択的に２歳魚のみを漁獲していた. 休漁期間後の
９月以降は１歳魚が成長した, 体長��㎝前後の個体
のみの水揚げとなっていた.
結果的には����年は����年と同じ漁獲状況であっ
たと言える.
これら３地区の体長組成を足し合わせ, 鳥取県の
月別雌雄別体長別漁獲尾数の合計を算出した. (図
４, 表１) ����年の鳥取県のハタハタの漁獲尾数は
約�����万尾で, ����年より約�����万尾少ない漁獲
尾数であった. その組成は, ２歳魚の雌を主体とし
た漁獲である. この傾向は����年から続いており,
雄が少ないのは１歳の年末に成熟して海域から離れ
るためと思われる.
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５) ハタハタ資源調査
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図２ 月別漁獲量の比較

図１ 鳥取県におけるハタハタの漁獲量の推移



－��－図３－１ ハタハタの月別雌雄別体長別漁獲尾数(賀露2006年)



－��－図３－２ ハタハタの月別雌雄別体長別漁獲尾数(網代2006年)



－��－図３－３ ハタハタの月別雌雄別体長別漁獲尾数(田後2006年)



－��－図４ ハタハタの月別雌雄別体長別漁獲尾数(鳥取県合計2006年)
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③試験操業は, ����年７月��日から８月��日にかけ
て, 図５に示す隠岐島周辺海域の水深���ｍから���
ｍの範囲で行った.
操業位置および結果を表２に示した. ハタハタの
ＣＰＵＥ (一網当たりの漁獲量) は, �����(水深���ｍ), �����(水深���ｍ), �����(水深���ｍ) の
隠岐北西海域で高く, ���㎏／網から��㎏／網であっ
た. また, ����(水深���ｍ) の鳥取沖海域も比較
的高い����㎏／網であった. ����年にＣＰＵＥが最
も高かったのは鳥取沖海域で, ���㎏／網であり,����年の隠岐北西海域はその約２倍のＣＰＵＥを示
した. これより８月上旬の時点では, 隠岐北西海域
でハタハタが高密度に分布していたものと考えられ
る.
次に, 調査点別体長別漁獲尾数を図６に示した.
出現した体長の範囲は���㎜から���㎜であったが,
主な体長の出現範囲は���㎜から���㎜で１歳魚が主
体となっていた.
特に隠岐北西の�����及び�������では, 体長���㎜

と���㎜前後の２つにモードが見られ, 前者は�歳魚
の雄主体で後者は３歳魚の雌主体であった.
また, これらの結果は, ８月��日及び��日に賀露,
網代, 田後地区の漁業者及び賀露地区の仲買に対し,
沖底漁期前報告会として報告した.
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図５ 試験操業位置図

表２ 沖底漁期前調査結果(2006年)
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図６ 調査点別体長別漁獲尾数




